氷上の交通路「チャダル」　－ヒマラヤ北西部・ザンスカールにおける凍結河川上の交通の現状と将来 by 友井, 一公

















































に集落が点在する 11）（第 2 図）。この地域か
ら周辺の各方面へ往来する場合には、いずれ
も標高 5,000 m級の高い峠を越えなければな






















































a. チャチャ・ラ峠（5,210m）b. シンギ・ラ峠（5,060m）c. ペンシ・ラ峠（4,401m）
d. ウマシ・ラ峠（5,330m）e. シング・ラ峠（5,100m）










ラ（Singi La）峠（標高 5,060 m）やチャチャ・
ラ（Charchar La）峠（標高 5,210 m）、北西の
カルギル 16）方面にペンシ･ラ（Pensi La）峠
（標高 4,401 m）、西のジャンム （ーJammu）方





















































































状態はさほど多くない。（2000 年 1 月・筆者撮影）
写真 3　　チャダル（部分結氷の状態）
このように河岸付近のみ結氷している状態が多い。





































































































結氷が不完全な難所：①タクマル・コンヨク ②ギャルポギャルゾス ③ワマ ④ヨツァ
洞窟：1. タクマル・バオ 2. バックリ・バオ 3. マルカラ・バオ 4. パルダル・バオ 5. ホトン・バオ 6. ディ
プ・バオ 7.ギャルポギャルゾス・バオ 8.ヨカン・バオ 9.ニェラグ・バオ 10.チェレ・バオ 11.キリメン・バオ



















































Henry Osmaston, Janet Frazer and Stamati Crook：Human Adaptation to Environment in Zangskar, in John H. Crook


























































































































































































1986、403 ～ 455 頁。③鹿野勝彦「ヒマラヤの









（first edition 1949）. また、拙著「西チベット・
インダス川の源流を訪ねて（上）･（下）」、婦人
























Crowden: Butter trading down the Zangskar gorge:
the winter journey, in John H. Crook and Henry A.
友　井　一　公
52
Osmaston eds.: Himalayan Buddhist Villages,




















れ、文化大革命期（1966 ～ 1976 年）には独自
の宗教文化を徹底的に破壊されたチベット本土
に対し、ラダックは「小チベット」とも称される。






















































17）前掲 5），pp. 285 ～ 292 によると、厳冬期に
約 300 人のザンスカール住民がチャダルを通行
してレーとの間を往来する。彼らは 1人あたり
















21）2000 年 1 ～ 2 月当時、レーとチリンとの間
（約 50 km）を結ぶミニバスが週に 1 往復運行
されていた。所要約 3 ～ 5時間。
22）Henry Osmaston: The Geology, Geomorphology
and Quaternary History of Zangskar, in John H.
Crook and Henry A. Osmaston eds.: Himalayan


















Indian Himalaya Maps Sheet-2 JAMMU & KASH-
MIR （Zanskar）, 発行年不明 . 同 Sheet-3 JAMMU
& KASHMIR (Ladakh), 発行年不明．
26）前掲 5），pp. 285 ～ 292.  James Crowden の体















































記述を参考とした。Henry Osmaston, Janet Frazer
and Stamati Crook: Human Adaptation to Environ-
ment in Zangskar, in John H. Crook and Henry A.
Osmaston eds.: Himalayan Buddhist Villages,









37）前掲 5）， pp. 285 ～ 292.









Melong 1–3, 1995, 6 p.




















































ある」という。また、前掲 15）、92 ～ 94 頁に
は、パルダル・ツォモの滝（第 3 図中の b）に
関連する高僧の伝説が紹介されている。チャダ
ルに信仰上の意義が付加され、人々をチャダル
に向かわせる要因のひとつとなっているのかも
しれない。
49）フィールドにおける姿勢として、知りたいこ
とを効率的に聞き取るばかりではなく、時間を
かけた現地での実体験と日常会話を積み重ねた
いと筆者は考えている。こうした考えには調査
地被害の問題も影響している。調査地被害に関
しては以下の文献を参照されたい。宮本常一「調
査地被害」、（宮本常一著、田村善次郎編『旅に
まなぶ（宮本常一著作集 31）』、未来社、1986、
所収）、109 ～ 131頁。
